
2025年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL51525B16）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ケニア G182 小学校教育 個別 新規 2年 ・2026/2 ・2026/3 ・
2027/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

モイペイ小・中学校

3）任地（ カジアド郡カジアド ） JICA事務所の所在地（ ナイロビ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は男女共学の公立小・中学校(9年制、日本の小学校1年生～中学3年生相当)である。教員数は13名、生徒数は
約430名で、地域では中規模の学校である。マサイ文化の根付く半乾燥地帯に位置しており、ケニアの国内でも裕福な
地域ではなく、学力も低いと言われている。1クラス40～50名程度。1日8コマ、1コマ小学生は35分、中学生40分で授
業が組まれている。寄宿生はおらず、生徒の大半は近隣地域から通い、遠方の生徒は1時間以上歩いて通学している。課
外活動にはスポーツなどがあり、不定期に開催されている。年間予算は約40万円。

【要請概要】
1）要請理由・背景

2025年1月より新しいカリキュラムが本格導入され、生徒主体の教授方法が推奨されるようになった。それに伴い、教
育目標として適切な自己表現の為の読み書き・計算・論理的思考能力、コミュニケーション能力、社会性、コンピュー
タースキルの向上が掲げられた。現校長は韓国での教員研修に参加した経験があり、アジア先進国の教育を見習い、ケ
ニアの新たな目標に沿った教育活動を行いたいという強い思いを持っている。配属先は実験室や、実験に使える教材、
タブレット端末等は所有していないが、その中でも生徒の可能性を引き出し、社会で生きる上での能力と規律を身につ
けさせ、生徒たちに未来への希望を与える事のできる教員を求めており、JICA海外協力隊の要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

校長、教員と相談の上、以下の活動を行う。
1. 一人の教員として、主に中学1～3年生を対象に、数学・理科・を担当し、生徒の興味・関心を高め、成績向上に貢献
する。
2.可能な範囲で美術等を通じてライフスキルの授業を担当する。
3.授業や課外活動を通して、生徒のチームワーク・規律・モラルを向上させる。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

教室、黒板、チョーク、校庭

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
・校長(50代男性)
・教頭(40代女性)
・教員 13名

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


活動対象者:
・小学校1年生～中学3年生 約430名程度

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

スワヒリ語

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（小学校教諭）
　　　　（中学校又は高等学校教諭（数学））

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）2年以上　備考：授業を行うため

[参考情報]：

　・教員免許は中学(理科もしくは数学)でも可

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（10～25℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（不安定）

【特記事項】

【類似職種】
・数学教育
・理科教育
※活動内容が類似している要請が含まれる職種を表示しています。職種に拘らず要請内容でもご検討ください。
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